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―特集　廿日市のハコモノ改革―

　まちの未来の話をしよう　終わり―

本当に必要とされる

公共施設に

廿日市市町内会連合会はしもと・せつお　　　橋本　節男会長

　この問題は私たちの身近な問題
です。公共施設を利用しない人も
負担を強いられている現状から、
利用の際の料金体系にも着目し、
受益者負担の原則を考えるべきで
はないでしょうか。また、施設も
目的にあった使い方を考えるべ
きです。
　今回のアンケートだけでなく、
今後、議論する場を作ってほし
いと思います。

佐伯地域コミュニティ推進団体連絡協議会ふるた・まさき　　　古田　正貴会長

　公共施設は使っていれば、「こ
うしたい・ああしたい」などの希
望も出てきますが、利用してこそ
意味のあるものです。佐伯支所の
３階のようにアイデア次第で何と
かなることもあります。
　高齢化に伴い、利用が増える
のも事実です。まずは、何が本当
に必要なのかを見極め、その時代
のニーズに応じた使い方を考え
るべきだと思います。

コミュニティよしわひろかね・まさよし　　広兼　正義会長

大野区長連合会やまもと・くにお　　　山本　國雄会長

　公共施設は自分たちの施設であ
るという認識を持つことが大事で
すね。
　また、１０年先にはこの問題だ
けでなく、さまざまな問題が浮き
彫りになってくると思います。今
回に限らず、これからも市民に対
して、危機が迫っていることをき
ちんと説明してほしいですね。市
民が自ら考える一つのきっかけに
なります。

宮島地域コミュニティ推進協議会まさき・ふみお　　　正木　文雄会長

　先人たちから受け継いだ歴史あ
る施設を大事に残していくのも一
つの方法だと思います。ただし、
知恵と工夫で有効活用することが
必要不可欠。みんなでアイデアを
出し合いたいですね。
　また、島内の宿泊客の避難所
の確保も観光地としては優先課題。
費用を抑えながらも、地域が活性
化するような仕掛けを考えること
が大事ですね。

■未来への議論を―地域で活動されている５人の方に、これからの公共施設の在り方をお聞きしました。市では、たくさんの議論が必要だと考えています―。

　公共施設には、地域の誇りと
なっているものや、生活に直結す
るものなど、必要不可欠なものも
あります。
　少子高齢化の時代を迎え、公
共施設に使われる税金の大切さも
十分理解しています。だからこそ、
残さなければならないものの見極
めに、市民の皆さんからの声を聞
き、意見を反映させてほしいと思
います。

このまちの未来予想図を描くのは、あなたです―。
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